
深草こども食堂

深草子ども食堂 実行委員会
〜ここに来れば、なんとかなる居場所づくり〜



深草こども食堂とは

・毎月最終日曜日に開催 6/30
・こども：無料、高校生以上：300円
・定員：（先着）店内110名、持帰り、30名
・対象：制限なし、誰でも参加可能

・ボランティアスタッフ：誰でも応募可能

深草こども食堂は、学生が主体となり誰でも参加可能なコミュニティー食堂（第三の居場所）として
様々な方の協力で、運営しています。



学生が主体の子ども食堂です。

学生が主体となり運営しています。

・レシピの考案
・チラシ作成
・SNSの更新
・イベントの企画・運営

高校生・大学生・大学院生のボランティアスタッフが
中心となり、活動しています。

そこに、経験豊富な社会人スタッフが加わり
運営しています。



学生ならではの、見た目にもこだわったメニューの数々



地域を巻き込む交流・取り組み

保護者による絵本の読み聞かせ

ありがとうを伝える書道教室

エコロジーセンターでの寒天料理教室

子ども新聞

夏祭りの実施

深草100円商店街での出店

立命館宇治高校での文房具ドライブの実施

小児がん支援のためのレモネードスタンド



深草100円商店街︓tetoteto親子パーク



ベビー＆キッズ用品交換会（地域の公共クローゼット事業）



深草子ども新聞（子どもたちが街をツッコむ新聞）



北鍵屋公園（公園利活用）子どもたちと一緒に地域に関わる




